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研究成果の概要（和文）：インド・カルナータカ州の国立公園指定地域において焼畑農耕と狩猟を生業としてき
たKudubiの人々を対象に、環境保護を目的とする法律の施行と改定・拡充による彼らの生活変容と社会運動の実
態を明らかにし、その成果を和書と英文ジャーナルで発表した。また、国際学会（EAEH 2021）において、“
Conservation, Environmentalism, and Imagined Nature in India”と題したパネルを組み、今日のグローバル
な環境主義と環境政策をめぐる問題について問題提起を行った。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the Kudubi people, who have made a living by slash-and-burn 
agriculture and hunting in the designated national park area of Karnataka State, India, this study 
clarified the transformation of their lives and social movements due to the implementation and 
expansion of environmental protection laws, and published the results in Japanese and English 
journals. I also organized a panel titled “Conservation, Environmentalism, and Imagined Nature in 
India” at the international conference (EAEH 2021) and raised issues surrounding today's global 
environmentalism and environmental policy. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、主にインド・カルナータカ州の国立公園を対象として、環境政策と環境運動、宗教実践の関係とそ
の動態を検討してきた。環境保護政策によって周辺化された地域住民に関する調査から、「守るべき種」を選別
する環境主義のはらむ問題が明らかになった。本研究のより広い目的は、人間と環境の関係に介在する権力作用
と、それに抗する人々の実践をミクロな視座から明らかにすることであるが、インドの国立公園に関する本研究
は、プロジェクト実施期間に生じたパンデミックをめぐる問題を考える上でも重要な事例を提供するものであ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は 2008 年以降、インド・カルナータカ州沿岸部（南カナラ）の農村地域を対象に、
「ブータ」と呼ばれる神霊の祭祀を核とする人々と野生の関係性に関する調査を行ってきた。こ
の調査を通して、地域社会において「土地の主」とされる神霊への祭祀と、ローカルな反開発運
動の展開との間に深い関連があることが明らかになった。南カナラでの調査で得られた成果と
問題意識に基づき、本プロジェクトでは調査対象を北カナラに広げ、国家や州政府による環境政
策とローカルな環境運動、ならびに精霊信仰を含めた宗教実践の関係を明らかにするという研
究を着想した。 
 
 
２．研究の目的 
 本プロジェクトの目的は、主にインド・カルナータカ州ウッタラカンナダ県の自然保護区を対
象として、環境政策と環境運動、宗教実践の関係とその動態を明らかにすることである。環境保
護政策によって周辺化された地域住民（クドゥビ）に関する調査を通して、「守るべき種」を選
別する環境主義のはらむ問題を指摘するとともに、社会運動や儀礼の修正を含めた人々の対応
のあり方と、人々と自然の多元的な関係性を明らかにすることを試みた。本研究のより広い目的
は、人間と環境の関係に介在する権力作用と、それに抗する人々の実践をミクロな視座から明ら
かにすることであるが、インドにおける自然保護に関する本研究は、プロジェクト実施期間に生
じたパンデミックをめぐる問題を考える上でも重要な事例を提供するものである。 
 
 
３．研究の方法 
 インド（主にカルナータカ州）にて現地調査を実施した。また、自然保護・多種間関係・ポリ
ティカルエコロジー等に関する文献調査を行い、和書、英文ジャーナル、国際学会で研究成果を
発表した。 
 
 
４．研究成果 
 2018 年 9 月と 2019 年 3 月の二度にわたり、インド・カルナータカ州 Uttara Kannada District, 
Joida Taluk を中心に、計 1 ヶ月間にわたる現地調査を行った。本プロジェクトの主な調査地であ
る Uttara Kannada District は西にアラビア海を臨み、西ガーツ山脈を擁する自然豊かな地域であ
る。西ガーツ山脈はベンガルトラやインドゾウをはじめとする稀少な野生生物の生息地であり、
生物多様性ホットスポットに指定されている。この西ガーツ山脈の北西部に、私が調査を行った
カーリー・トラ保護区（Kali Tiger Reserve）がある。2018 年 9 月の調査では、Uttara Kannada District
の国立公園指定地域を中心に広域調査を行い、現地の社会運動家や研究者と交流しつつ、調査地
の選定を進めた。2019 年 3 月の調査では、Joida Taluk のカーリー・トラ保護区に焦点を当て、こ
の地域に住む Kudubi の人々へのインタビューと儀礼の参与観察を集中的に行なった。Kudubi の
人々の多くは森林内部に居住し、長らく焼畑耕作によって生計を立ててきた。また宗教儀礼と深
く結びついた狩猟は、彼らの生活において重要な意味をもっていた。しかし、森林とトラをはじ
めとする野生動物の保護を目的とする法律の度重なる施行と改定・拡充によって、彼らの生活は
根本的な変容を余儀なくされていることが、この調査から明らかになった。また、このような窮
状にありながらも Kudubi の人々は指定トライブとしての認定・インフラの整備・教育への援助
等をめぐって州政府にはたらきかけるなど、地道な運動をつづけていることが明らかになった。 
 2019 度は、科研費を用いて行ったインドでの調査結果をまとめた著書の英訳・改訂版である
著書"Modernity and Spirit Worship in India: An anthropology of the Umwelt"の英訳を完成させ、11 月
に Routledge から出版した。また、三つの国際学会（The Fifth Biennial Conference of East Asian 
Environmental History 2019, National Cheng Kung University, Taiwan; Religion at Work: Gods, 
Goddesses, and Occult Powers in the Lives and Livelihoods of India’s Artisans, Technicians, and 
Manufacturers. Symposium for the 2019 South Asia Conference, October 17th, Madison; ICAS11 Leiden, 
the Netherlands）で研究発表を行い、国内外の研究者と意見交換を行った。 
 2020 度は、COVID-19 のためにインド・カルナータカ州での現地調査を行うことができなかっ
た。そのため、新たな一次資料を得ることには限界があった。しかし、これまでの研究成果を論
文にまとめ、編著（石井美保・岩城卓二・田中祐理子・藤原辰史編『環世界の人文学－生と創造
の探究』人文書院）の一章として発表した。また、京都大学人文科学研究所の開催する二つの共
同研究班において、インドの自然保護区に関するこれまでの現地調査と文献研究に基づく口頭
発表を行った（①発表タイトル：‘Conservation, Experiments, and Biopolitics’「実験性の生態学：
人新世における多種共生関係に関する比較研究」2020 年 11 月 28 日、②発表タイトル：「「自
然環境」と「野生」のはざまで：近代プロジェクトとしての開発と自然保護をめぐる問題」
「環境問題の社会史的研究」2021 年 2 月 1 日）。さらに、2019 年に Routledge から出版され



た”Modernity and Spirit Worship in India: An Anthropology of the Umwelt”が、京都大学の「2020 年度
人社系海外出版書籍のオープンアクセス化事業（洋書）」に採択され、Creative Commons ライセ
ンを得てオープンアクセス化された。以上のように、現地調査を実施することはできなかったも
のの、これまでの調査研究の内容をまとめ、成果を発表したという点において研究の進展があっ
た。 
 2021 年度以降は、引き続き新型コロナウイルスの流行による渡航制限等のために、予定して
いた南インド・カルナータカ州北西部に位置する自然保護区での現地調査を実施することがで
きなかった。しかしながら、これまでの調査で収集した一次データや資料を整理するとともに、
自然保護・多種間関係・ポリティカルエコロジー等に関する関連文献を渉猟して理論的視座を深
めるとともに、論文執筆や口頭発表を通して精力的に研究成果を公表した。また、本研究の主要
なテーマである人間と環境の関係と、そこに介在するさまざまな政治権力や作用をめぐる問題
は、コロナ禍においてより顕著に観察・分析されうる対象になったといえる。そうした問題意識
から、SARS-CoV-2 と種間倫理をテーマとする英語論文を執筆し、国際学術誌である Current 
Anthropology に発表した。この論文において提示した、種間の過剰な接近や介入に伴う問題と、
禁忌や儀礼によって維持・現実化される種間倫理というアイデアは、本研究の問題関心と通底す
るものであり、インドでの調査によって培われた見地に基づいている。また、The Sixth Biennial 
Conference of East Asian Environmental History (EAEH 2021) に お い て 、 “Conservation, 
Environmentalism, and Imagined Nature in India”と題したパネルを組み、他大学の研究者とともに
研究発表を行った。このパネルのテーマと問題意識は、本プロジェクトでの調査研究を通して培
われたものである。すなわち、インドを対象として人間と環境の関係を検討した人類学・歴史学
的研究のひとつの潮流として、環境運動を民衆運動や民主主義との関連から評価する研究群を
挙げることができる。他方で、環境運動がその一部をなすポリティカル・エコノミーの分析に基
づき、環境主義的言説のもつ政治性や、運動内部の階層分化と格差の問題を指摘する研究も存在
する。さらに、「環境的主体」という概念を用いて地方における環境主義の浸透と軋轢を分析す
る研究も登場している。これらの研究は、インドにおける環境運動や自然保護が国家の法やイデ
オロギーと、ローカルで多元的な運動のせめぎ合いの中で形成され、変容してきたことを示して
いる。現代インドにおける人々と環境の関係は、モディ政権における新自由主義的政策の推進と
保守的イデオロギー、さらにグローバルな環境保護の要請の下で新たな局面を迎えている。この
パネルでは、本プロジェクトの主な研究対象のひとつである北カナラにおけるトラ保護と現地
住民への影響をはじめとする具体的な事例の検討を通して、現代インドにおける環境運動と自
然保護、環境主義の現状と問題を明らかにした。このパネル発表を通して得られた知見、なかで
もインドにおいて環境問題を中心に調査を進めている研究者である Jenia Mukherjee 氏からいた
だいたコメントは、今後の研究にとって重要な示唆に富むものであった。今後はインドにおける
感染状況を見極めつつ、現地調査を進めて環境運動・環境政策・宗教実践に関する一次データを
取得することを目指す。 
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